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児
童
・
生
徒
作
昂
展
菊

花
展
、
山
野
草
展
・
老
人
作

昂
展
な
ど
で
は
、
出
口
∞
作
昂

を
審
査
し
て
各
童
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

児
襲
・
生
徒
作
口
凹
展
の
入

員
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

矢吹澄江(3年生)

小針香織(3年生)

須釜申学校

榊枝裕紀(1年生)

塩津美帆(2年生)

草野皐百合(2:Cj:生)
大木悦吾(3年生)

芸
術
の
秋
が
体
育
館
に

平
成
ロ
年
度
の
玉
川
村
民
体
育

館
を
メ
イ
ン
会
場
に
叩
月
お
日
か

ら
山
野
草
展
を
皮
切
り
に
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

日
月
1
日
か
ら
は
菊
花
展
、
老

人
作
品
展
、
絵
画
、
書
写
や
写
真

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
も
国
際
友
好
都
市
、
中
華

民
閥
鹿
谷
郷
の
児
童
た
ち
の
書
写

や
絵
画
が
展
示
さ
れ
国
際
色
豊
か

な
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
、

生
け
花
展
、
茶
道
や
郷
土
史
研
究

会
に
よ
る
、
江
平
遺
跡
の
発
掘
品

の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
外
駐
車
場
で
は
、
村

商
工
会
青
年
部
に
よ
る
「
そ
ば
打

ち
体
験
教
室
」
や
泉
婦
人
会
の
バ

ザ
ー
が
行
わ
れ
、
暖
か
い
陽
気
に

誘
わ
れ
て
、
村
民
の
方
々
が
多
数

訪
れ
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

鹿又 愛(4年生)

緑川智恵美(6年生)

玉JII第一小学校

仁井田彩菜(1年生)

須釜小学校

阿部大樹(4年生)

大和田葵(4年生)

石森 舞(4年生)

石森美香(4年生)

増予雄太(5年生)

奇賀干紘(5年生)

鈴木美智(5年生)

教育長賞

川辺小学校

安藤美奈(5年生)

鈴木絵里香(5年生)

玉川第一小学校

車田清喜(1年生)

室田惰美枝(2年生)

本田くみそ子(2年生)

草野祐樹(4年生)

須釜小学校

小原 {愛臣(1年生)

佐藤浩美(2年生)

瀧口 瞳(2年生)

大野亜希(6年笠)

須釜小学校四辻分校

大和田美希(1年生)

石井幸菜(3年生)

関根幸恵(6年生)

泉中学枝

石沢結梨(1年生)

高瀬陽香(1年生)

小針 匠(2年生)

車田直吾(2年生)

倉鎌 聡(3年生)

小金十 祥志(3年生)

須釜中学校

塩津真希(1年生)

近内沙弥香(2年宣)

塁 英美(2年生)

鈴木恵理(3年生)

ー貯金箱コンクール入賞者

郵便貯金振興会費

玉川第一小学校

真弓沙紀(3年生)

郵便局長賞

川辺小学校

丹内朔美(1年生)

大竹昨美(3年生)

圃児童・生徒作品展

書写の部(金賞)

JII辺小学校

酒井思衣(1年笠)

矢部裕弧(2年生)

原 舞唯(3年生)

横山綾香(4年生)

丹内陽香(5年生)

鈴木詔菩(6年生)

玉川第一小学校

奥野祐也(1 :cj:生)

曲山 愛(1年生)

吉田 大(2年生)

岡部重紀(3年生)

真弓美香(3年笠)

西島裕太(4年宣)

村越清一(5年生)

駒木根愛(5年生)

佐久間智美(6年生)

須釜小学校

石森美穂(1年生)

二瓶っかさ(2年生)

宗形皐百(3年生)

瀬谷ひかり (4年生)

員野目宏美(5:Cj:生)

育員干紘(5:Cj:生)

草野朔太(6年生)

画児童・生徒作品展

図画"絵画の部(金賞)

川辺小学技

下小山田凌(1 :Cj:::t:) 

関根 瞳(2:q:生)

土屋優作(3年生)

園谷奈津美(4年笠)

須藤直也(5年生)

佐藤仁美(6年生)

玉川第一小学校

木3頁 ;光志(1年生)

宗像将悟(1年生)

溝井篤志(2年生)

小針ひかる(3年生)

小林昭範(3年生)

大竹香澄(4年生)

佐藤優気(5年生)

岡部早紀(5年笠)

小林稔正(6年生)

須釜小学校

佐藤宏樹(1年生)

草野真奈美(2年笠)

大和田憲哉(3年宣)

円谷俊一(4年生)

宗形麻美(5年笠)

鈴木美智(5年生)

草野総理香(6年笠)

須釜小学技四辻分校

須田大地(1年生)

須田達仁(4年生)

須田麻美(6年生)

泉中学校

IJ¥林恵美(1年生)

高瀬陽香(1年生)

鈴木博也(2年生)

小林加奈(2年生)
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須釜中写校s::徒の合唱風景とポスター展志

須
釜
中
学
校
や
泉
中
学
校
で

は
、
問
月
辺
日
(
日
)
に
、
館
山
祭

(
須
釜
中
)
、
い
ず
み
祭
(
泉
中
)
と
題

し
て
、
学
校
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

館
山
祭
は
、

J
2
-
ω
m
o
N
H

2
E
Cミ
夢
と
希
望
の
世
界
へ
H

を
テ

l
マ
に
行
わ
れ
、
体
育
館
に

は
絵
画
や
書
写
、

技
術
・
家
庭
科

作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
弁
論
大
会
・
特
設
合
唱
部

の
発
表
や

3
年
生
に
よ
る
合
奏
、

先
生
方
有
志
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
、
英
語
弁
論
発
表
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
午
後
に
は
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

方
々
は
発
表
が
終
わ
る
度
に
温
か

い
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。
P

T
A
の
皆
さ
ん
も
バ
ザ
ー
な
ど
で

学
校
祭
の
盛
り
上
げ
に
一
役
か
っ

て
い
ま
し
た
。

い
ず
み
祭
で
は
、
庁
今
、
君
が

想
、
つ
こ
と
今
、
私
が
想
う
こ
と

手
と
手
を
合
わ
せ
て
、
今
、
私
た

ち
の
意
力
で
:
J

を
テ

l
マ
に
、

弁
論
大
会
・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が

あ
り
、
中
で
も
先
生
方
に
よ
る
合

唱
に
は
、
大
き
な
拍
手
が
あ
り
ま

し
た
。
合
唱
の
最
後
に
は
、
生
徒

ふ
く
し
ま
駅
伝
結
図
式

第
ロ
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会
は
、
日
月
川
口
日
(
日
)

午
前
8
時
に
白
河
総
合
運
動
公
園
を

ス
タ
ー
ト
し
、
ゴ
ー
ル
の
福
島
県
庁

前
ま
で
の
凶
区
間
町
・

6
M
で
行
わ

れ
ま
す
。

大
会
を
ま
え
に
玉
川
チ
l
ム
選
手

団
の
結
団
式
が
同
月
幻
自
に
村
氏
体

育
館
で
選
手
、
役
員
、
関
係
者
が
出

席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
練
習
は
夏

か
ら
実
施
さ
れ
選
手
役
員
は
、
身
近

に
せ
ま

っ
た
大
会
に
向
け
て
健
闘
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

平成12年11月広報たまかわ

式
は
、
選
手
紹
介
が
行
わ
れ
車
田

本
部
長
(
村
長
)
か
ら
溝
井
賢

一
郎
監

督
に
団
旗
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
車
田

本
部
長
、
渡
辺
実
行
委
員
長
が
あ
い

さ
つ
を
し
、
激
励
の
こ
と
ば
を
西
川

議
会
議
長
・
小
原
村
教
育
委
員
会
委

員
長
が
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
溝
井
監
督
が
「
今
年
の

チ
l
ム
は
、
一
般
、
高
校
、
中
学
生

と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
チ

l
ム
で
、

残
さ
れ
た
練
習
期
間
を
十
分
に
行
っ

て
、
大
会
当
日
選
手
が
1
分
1
秒
を

大
切
に
し
、
頑
張
っ
て
行
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
岩
谷
キ
ャ
プ
テ
ン

は
、
「
玉
川
村
の
代
表
と
し
て
、
私

た
ち
は
心
を
ひ
と
つ
に
し
、

1
本
の

タ
ス
キ
を
渡
し
て
行
き
た
い
」
と
決

意
表
明
を
述
べ
ま
し
た
。

大
会
本
部
で
は
、
村
氏
の
皆
さ
ん

の
沿
道
か
ら
の
応
援
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

役
員
・
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

結団式のようす

役

員
監

督
コ
l
チ

溝
井
賢

一
郎
(
会
社
役
員
)

渡
違
和
一
ニ
(
社
会
体
育
指

導
員
)

菅
野
卓
弥
(
社
会
教
育
主

。

全
員
に
よ
る
「
大
地
讃
領
」
が
合
唱

さ
れ
ま
し
た
。

体
育
館
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
絵

画
や
書
写
、
工
作
物
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
各
学
級
の
教
室
で
は
、
ク

ラ
ス
全
員
で
考
え
た
催
し
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。事

)
中
村
清
文
(
須
釜
中
教
諭
)

仁
平
光
俊
(
泉
中
教
諭
)

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

石
井
春
美
(
玉
川
村
役
場
)

相
楽
知
恵
(
玉
川
村
役
場
)

大
竹

一
誠
(
玉
川
村
役
場
)

-/ -/ 手，-/ 

選

区区区区区区区区区区区区手

塩
田
亜
由
美
(
学
法
石
川
高
)

大
竹
邦
光
(
学
法
石
川
高
)

曲
山
和
樹
(
泉
中
)

鈴
木
情
(
第
一
工
業
大
学
)

溝
井
英
樹
(
学
法
石
川
高
)

鈴
木
篤
(
石
森
建
設
)

湯
沢
健
太
(
泉
中
)

小
原
利
夫
(
須
釜
中
)

星
英
美
(
須
釜
中
)

小
針
正
光
(
東
京
精
工
)

鈴
木
香
(
泉
中
)

深
谷
亮
(
陸
上
自
衛
隊

福
島
駐
屯
地
)

岩
谷
唯
義
(
東
京
精
工
)

閤
井
康
博
(
帝
京
安
積
高
)

矢
吹
澄
江
(
泉
中
)

鈴
木
光
二
ア
サ
カ
電
設
)

l 2 3 4 5 6 7 8 9 12 11 10 日

区
凶

区

日

区
民

区

控
選
手

鈴
木
将
(
須
釜
中
)
・
野
口
英

一
(須

釜
中
)
・
大
和
田
新
(
須
釜
中
)
・
草
野

弘
樹
(
須
釜
中
)
・
吉
田
直
樹
(
泉

中
)
・
鈴
木
啓
章
(
泉
中
)
・
塩
沢
未
雪

(
須
釜
中
)
・
鈴
木
理
佐
(
泉
中
)
・
佐

久
間
優
子
(
須
釜
中
)

各
小
学
校
で
も

学
習
発
表
会

泉中学校生徒全員による合曜と生徒によるバンド演奏のようす

山
月

8
日
(
日
)
の
須
釜
小
学
校

四
辻
分
校
の
学
習
発
表
会
を
皮
切

り
に
、
幻
自
(
日
)
川
辺
小
学
校
は

川
辺
っ
子
祭
り
が
行
わ
れ
、
お
神

輿
担
ぎ
や
全
体
合
唱
な
ど
が
あ
り
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
月

4
日
(
土
)
に
は
須
釜

小
学
校
で
学
習
発
表
会
が
あ
り
、

全
校
合
唱
・
群
読
・
合
奏
劇
や
石

川
地
区
音
楽
祭
で
金
賞
を
受
賞
し

た
表
現
「
四
辻
太
鼓
」
な
ど
が
披
露

さ
れ
る
た
び
に
、
大
き
な
拍
手
が

あ
り
ま
し
た
。

玉
川
第

一
小
学
校
で
は
、
日
月
凶

日
(
土
)
に
玉
川
フ
ィ
ス
テ
バ
ル
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

川辺小・
泉中学校が金賞

第21回

交通安全立看板

コンクール

4 

須釜小掌校児童の学習発表会のようす
玉川村各小中掌校の作昂

秋の交通安全運動の一環として、石川警察署・石川地区

交通安全協会で交通安全立看板コンクールの審査が行われ

ました。

立看板は、石川管内のき小中掌校及び各事業所等に作成

の案内をしたところ、小学校の部で18枚、中掌校の部では

10枚、事業所等の部ではア枚の立書板が集まり、部門ごと

に審査をし小学校の部で川辺小が愈輩、玉川第一小が銅員

と主主り、中掌校の部では、泉中掌校が主翼と芯りました。村

内の各小中学校から出面された立番板(立役場前旧道沿いに

掲示してあります。

「この季節の夕暮れ時は、車の運転手からは姿が見えにく

くなります。お出かけの際は、明るく目立つ服装にしましょ

う。j

~~'f 匂足、-，kgて~簿
平成13年の成人Eは、 1月8日(月)午前10時にマーヴエラス

末広にて行われます。申し込み期限は、平成12年12月58(火)

村教青委員会までD

川辺 鈴木睦予-鈴木崇夫鈴木早ffi.矢部隆広・大竹 恵・園谷香

美・野崎真理芸大槻桂吾・小針綾・白黒ちあき・仁井田瞳・田吾真由

喜 .f&本奈美・矢吹良仁・鈴木干恵予・山崎嘉郎 蒜笠 橋本明広

小高 車田光善 i，度濯政幸・溝井敦志・車田由希恵・車田正弘・関根由

美・矢部和弥 i蕎井真由美・藤田知恵予・園井善美・車田宗降・関根窓

樹・佐藤悦一 中 岩谷美由希・永林工リ力・IJ¥針il多・草野博文・永林

高幸・吉田美保'7](林尋美-双呈恭ミテ・高林永・増号裕美・小針倍輝・

鈴木阿弥予-小針大寛郡岩法寺鈴木恵美ラ・佐久間窟栄.)IIEB崇
裕・佐久間勝美大竹美紀・首藤勝也・小針邦裕・大竹良光竜崎 湯

還智3・小林奈津樹・小林由佳・小林広縞・上野弥恵号・IJ¥称勝則・仁

井田薫・小林信幸・仁井田かおり-佐藤和晴・小林干鶴・仁井田裏由

美・小林大輔 商須釜 鈴木文芸・小原健次・宗形八重吾・佐久間恵

太田利害・塩沢白量-馬上久枝・塩j霊友里・増予直美田班目{左智恵・我

妻由香利・飯田美奈吾・塩津諭・吉村純一・大越明美・大川内貞広 北

須釜 j度濯由香利-八代量3・塩津勝徳・高原和美・草野はるみ・関根

洋一・瀬谷裕行・塩j華広幸・草野由美ミ子榊枝美枝吾・瀬谷麻理ミテ 芭

森久美芸・鈴木香理・育費利総・鈴木真喜ミテ 山小屋 石森洋平・石

森奈津美・石森信幸・石森勝幸-我妻あゆみ・石森雅幸・石森真吾・石

森猛四辻新田塩田奈緒美ー関根喬

11月6日現在申込書

に
u
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今
回
附
歳
を
迎
え
た
車
田
カ
ネ
さ
ん
(
小
一
昌
)
が
村
内
の
川
歳
の
大
越
サ
タ
さ
ん
(
南
須
釜
)
と
是
非
話
し
て
み

た
い
と
こ
一
一
口
う
こ
と
か
ら
、
叩
月
刊
は
日
午
後
か
ら
南
須
釜
の
大
越
サ
タ
さ
ん
宅
に
て
車
田
村
長
が
座
長
に
な
り
サ

タ
さ
ん
・
力
ネ
さ
ん
の
長
寿
座
談
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
二
人
は
初
め
て
話
を
交
わ
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
当
日
は
、
取
材
の
た
め
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
の
方
々
が
見
え
、
サ
タ
さ
ん
と
力
ネ
さ
ん
が
話
を
し
て
い
る

中
で
満
面
の
笑
み
を
す
る
と
力
メ
ラ
に
納
め
よ
う
と
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
い
て
い
ま
し
た
。
座
談
会
は
、
約

1
時
間

叩
分
行
わ
れ
、
サ
タ
さ
ん
・
力
ネ
さ
ん
の
会
話
の
内
容
を
抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。

-
車
田
村
長
長
生
き
の
秘
訣
は

0

・
サ
タ
ば
あ
ち
ゃ
ん

長
生
き
秘
訣
は
、
何
で
も
食
べ
る

好
き
嫌
い
無
く
食
べ
る
こ
と
。

-
力
ネ
ば
あ
ち
ゃ
ん

く
よ
く
よ
し
て
は
だ
め
だ
、
気
を

も
ん
で
も
だ
め
だ
。

平成12年 11月

村職員の定員管理等の実態を公表します

広報たまかわ

(平成12年4月 1日現在)一般行政職の級制職員数の状況

-
力
ネ
ば
あ
ち
ゃ
ん

1
0
0
歳
ま
で
、
生
き
て
い
て
よ
か

っ
た
、
止
し
き
て
い
な
け
れ
ば
、
サ
タ
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
こ
う
し
て
話
で
き
ね
い

0

・
サ
タ
ば
あ
ち
ゃ
ん

う
ん
、
長
生
き
し
て
い
て
よ
か
っ
た

0

・
車
田
村
長
今
ま
で
う
れ
し
い
こ

と
は
。

-
サ
タ
ば
あ
ち
ゃ
ん

う
れ
し
い
こ
と
ば
っ
か
り
だ

0

・
力
ネ
ば
あ
ち
ゃ
ん

お
湯
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
な
。

-
車
田
村
長
若
い
人
に
一
一
一
一
口
い
た
い

事
は
。

-
サ
タ
ば
あ
ち
ゃ
ん

う
ち
の
若
い
人
は
し
っ
か
り
し
て
つ

か
ら
な
ん
に
も
ね
え
。

-
力
ネ
ば
あ
ち
ゃ
ん

若
い
時
サ
タ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
締

嵐
だ
っ
た
ば
い

0

・
サ
タ
ば
あ
ち
ゃ
ん

力ネばあちゃん(在)と車田村長(中央)、サタばあちゃん(石)

人単{立(各年4日1日現在)

(注)上記以外に、技能労務職(運転手、調理員、用務員)職員58をきめ村の職員数は888です。

部門別職員数の状況と主な増減理由

そ
ん
な
こ
と
ね
え

0

・
ヵ
ネ
ば
あ
ち
ゃ
ん

背
も
大
き
い
し
、
こ
ん
な
に
め
ん
げ

い
、
た
ま
げ
た

0

・
サ
タ
ば
あ
ち
ゃ
ん

鼻
ど
は
、
し
し
鼻
だ
し
:
・

0

・
サ
タ
ば
あ
ち
ゃ
ん

風
邪
を
ひ
か
な
い
お
ま
じ
な
い
を

カ
ネ
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
お
し
い
つ
か
ん
な

い
。
「
前
の
道
路
、
か
ぜ
車
、
引
か
ね

で
押
し
た
」
を
3
回
一
一
一
守
つ
ん
だ
。

-
力
ネ
ば
あ
ち
ゃ
ん

お
返
し
に
、
サ
タ
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

「
だ
ん
な
さ
ま
」
を
歌
っ
て
開
か
せ
っ
か

ん
な
い
、
め
っ
た
な
所
で
は
、
の
つ
ぺ
歌

わ
ね
い
だ
か
ら
。

・
サ
タ
ば
あ
ち
ゃ
ん

今
の
歌
を
罰
い
た
か
ら
、

mw
年
長

生
き
す
る
わ
い
、
わ
っ
は
は
は
。

こ
れ
か
ら
、
力
ネ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
3

曲
歌
い
、
自
慢
の
喉
を
披
露
し
ま
し
た
。

住民意識調査アンケ山ト結果
平
成
句
年
度

(注)職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の易分を保育する休職者、派遣職員などを重み、臨時又は非常翻職員を綜いています

6 

村
で
は
現
在
玉
川
村
行
政
運
曽
の
指
針
と
な
る
第
4

次
玉
川
村
振
興
計
画
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
村
民
の
声
を
計
画
書
へ
{
反
映
さ
せ
る
た
め
、

ア
月
に
村
民

1
，
5
0
0
名
を
対
象
に
「
住
民
意
識
調

査
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
作
為

抽
出
に
よ
り
は
山
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
生
活
行
動
・

生
活
環
境
・
村
に
対
す
る
愛
着
・
少
芸
、
高
齢
化
・
人
口

政
策
等
の
合
後
の
村
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な
頂
白
に

つ
い
て
お
た
ず
ね
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り

1
，1
8
7
名
の
回
答
を
得
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
か
ら
数
ロ
に
渡
り
本
紙
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

79.6 

"""'-
Cコ

満足している事 小満.慰

1位 住民検診等の保健活動 57.1% 公閣や遊び場の整備状況 59.2% 

21立 生活道路の整備状況 52.4% パスの使 49.6% 

31立 幹線道路の整備状況 51.2% 就職の機会 49.6% 

41立 鉄道の使

し尿処理状況

学校施設の整備
46.9% スポーツ・レクリェーション

5位
施設整備状況

35.9% 

区分 l 級 Z 韓L 3 級 4 級 5 *説 6 級 7 級 8 級

標準務的な 主事補 主事 主事 係長主査 係謀長長補主佐査 課課長・主幹 課長 参総務課事長職内容 長補佐

職員数 4人 15人 7人 9人 24人 16人 6)¥. 2人 83人

構 成比 4.8% 18.1% 8.4% 10.9% 28.9% 19.3% 7.2% 2.4% 100% 

※ 1年成前の 4.8% 19.3% 8.4% 9.7% 28.9% 19.3% 7.2% 2.4% 100% 
七時 比

可能 員 数
対前年増減数 主な増減理由

平成11年度 平成12年度

議 lZL Z 2 2 。
主"・5j仏b、 務 完走 11 10 ム l 運転手退職不補充

金 画 開 yブロt 7 7 。
f主 民 関 連 3 3 。

般 税 務 § b 。
1丁- 民 主主 16 16 。

砕J 7 7 。
政 ~お買fと キ本 産 7 7 。

二上 木 8 7 ム l 運転予退職不補充

66 64 ム 2

特ml教 日岡片 17 16 ム l 調理員退職不補充

17 16 ム l

1、ff 4 4 。
/ム、戸dら1E乙.c)I釆Eご笠(ff;; 下 7]( 道 1 l 。
主ヱス』 言1-1 i五i 告E 尋sf. 業 3 3 。

8 8 。
AI3 、 91 88 ム 3

玉川村の満足しているところ・不満足なところ

現在の玉川村における宣活窮境271真白を、満足・まあ満足-とちらとも

言えない-やや不満・不満の5段階で評価して頂きました。

[やや不満jと{不満jの合計{満足Jとfまあ満足Jの合計、不j高度%※満足度%

「
家
庭
の
白
」
・
「
少
年
の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
実
施

79.13 

597 

26 

1.187 

750 

不

1.500 

2性

'I'i 

十
-

2
z
o
 

明

女

男

玉
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
が

主
催
し
た
第
日
間
一
家
庭
の
日
」
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
、
第
日
間
「
少
年
の
主

張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
c

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子

供
た
ち
と
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
や
体

験
を
通
し
て
、
そ
の
感
動
を
心
に
残

す
こ
と
と
、
毎
月
第
3
日
曜
日
の
「
家

族
の
日
」
の
啓
発
を
目
的
と
し
て
村

内
全
小
中
学
校
を
対
象
に
行
わ
れ
ま

し
た
。「

家
庭
の
口
」
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
者
は
必
名
で
、
「
少
年
の
主

張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
は
8

名
で
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
o

E
R
小
学
生
低
学
年
の
部

最
優
秀
吉
田
め
ぐ
み
(
玉
一
小
)

優
秀
角
田
優
希
(
川
辺
小
)
・
国
谷

香
央
里
(
川
辺
小
)
、
吉
岡
大
(
玉
一
小
)

優
良
吉
凶
聖
(
玉
一
小
)
・
大
竹

正
彦
(
玉
一
小
)
・
阿
部
弘
奈
(
須
釜

小
)
・
星
来
美
(
須
釜
小
)
・
大
和
田
美

希
(
須
釜
小
田
辻
分
校
)

画
小
学
生
中
学
年
の
部

最
優
秀
大
竹
思
里
香
(
玉
一
小
)

震
秀
坂
本
渉
(
川
辺
小
)
・
車
問

美
希
一
小
)
・
関
根
希
一
小
)

優
良
須
藤
祐
希
(
川
辺
小
)
・
小

針
真
人
士
小
)
・
京
形
美
咲
(
須
釜

小
)
・
阿
部
太
樹
(
須
釜
小
)
・
野
本
拓

史
(
須
釜
小
田
辻
分
校
)

E
R
小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
真
野
日
宏
美
(
須
釜
小
)

優
秀
鈴
木
惇
也
(
川
辺
小
)
・
吉
田

一
樹
(
川
辺
小
)
・
月
田
友
哉
(
五
一
小
)

優
良
小
林
安
貴
(
玉
一
小
)
石
井

千
尋
(
玉
一
小
)
佐
久
間
智
美
(
王
一

小
)
・
青
山
成
(
須
釜
小
)
・
関
根
幸
恵

(
須
釜
小
四
辻
分
校
)

司
君
中
学
生
の
部

最
優
秀
関
根
京
子
(
須
釜
中
)

優
秀
矢
部
美
奈
子
(
泉
中
)
・
草

野
早
百
合
(
須
釜
中
)
・
塩
津
美
帆
(
須

釜
中
)

優
良
村
越
嘩
(
泉
中
)
・
小
針
覇

菜
(
泉
中
)
・
小
林
孝
太
(
泉
中
)
・
須
藤

千
春
(
泉
中
)

量
「
少
年
の
主
張
」
の
部

最
優
秀
関
根
ゆ
か
り
(
須
釜
中
)

優
秀
矢
吹
澄
江
(
泉
中
)
・
鈴
木

恵
理
(
須
釜
中
)

優
良
車
田
恵
(
泉
中
)
・
月
田
茂
之

(
泉
中
)
・
鈴
木
由
喜
枝
(
須
釜
中
)
・
須

藤
優
美
(
泉
中
)
・
久
保
田
ひ
と
み
(
泉

中
)

ア
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村
民
、
ク
ラ
ウ
ン
ド

一一マ

サ
ク
ラ
等
の
一
見
定
を
実
施

福
島
県
造
関
建
設
業
協
会
県

南
支
部
・
石
川
方
部

(
7
社
で

組
織
・
代
表
関
根
政
雄
さ

ん
)で
は
、
輪
番
で
初
年
前
か

ら
石
川
郡
内
町
村
の
公
共
施
設

の
立
ち
木
を
ボ
ラ
ン
テ
ァ
で
年

に

一
国
勢
定
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
玉
川
村
氏
グ
ラ
ン

ド
の
立
ち
木
を

9
名
の
庭
師
の

方
が
訪
れ
実
施
し
ま
し
た
。

運
動
公
園
造
成
は
じ
ま
る

総
合
運
動
公
開
敷
地
造
成
工
事
安

全
祈
願
祭
が
、
川
辺
地
区
造
成
現
場

で
開
か
れ
、
関
係
者
が
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

総
合
運
動
公
開
事
業
は
、
小
高
・

蒜
生
・
川
辺
に
ま
た
が
る
敷
地
約
時

加
を
造
成
し
、
敷
地
内
に
体
育
館
、

野
球
場
、
プ

i
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

野
外
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
建
設
す
る
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

体
育
館
建
設
を
メ

l
ン
と
し
た
第

1
工
区
と
野
球
場
建
設
を
メ

I
ン
と

し
た
第
2
工
区
に
区
分
し
、
今
回
は

第

1
工
区

7
・
3
h
の
敷
地
造
成

小
型
動
力
ポ
ン
プ
引
渡

小
高
・
竜
崎
分
団
ヘ

小
型
動
力
ポ
ン
プ
引
渡
式
は
、

各
関
係
者
が
出
席
し
て
役
場
前
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
口

式
は
、
小
型
ポ
ン
プ

一
式
の
引

波
書
が
車
田
村
長
か
ら
関
根
消
防

団
長
に
交
付
さ
れ
、
直
ち
に
関
根

消
防
団
長
か
ら
遠
藤
小
高
分
団
長

と
小
林
竜
崎
分
団
長
に
渡
さ
れ
ま

し
た
。引

渡
後
、
車
田
村
長
と
関
根
副

議
長
、
関
根
消
防
団
長
が
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

平成12年11月

玉川村長杯

コルフコンペ開催

第14白玉川村長杯ゴルフコンペが福島石川力

ントリークラブで開催されました。

ゴルフコンペは、強風の中約150=8の参加で

行われ臼頃練習した成果をコースで披露していまし
た。

結果は、次のとおりです。

ク、口ス ハンデ

優勝小林 I力 77 8.4 
準優勝柳沼宏妃 77 7.2 
3 位渡辺克己 4 位小針

5 位関根一夫

ベスク、口者東コース柳沼宏妃

中コース大越則夫

西コース小林羽

表彰式には、チャ Ijティー葬塗も行われ、今

回の収益金96，407円は社会福祉協議会へ寄付

されました。

広報たまかわ

ネット
68.6 

69.8 

5ム

で
、
平
成
日
年
度
末
ま
で
の
予
定
で

行
わ
れ
ま
す
。

第
2
工
区
の
完
成
年
度
は
、
平
成

初
年
度
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
祈
願
祭
は
、
村
関
係
者
、
地

権
者
、
工
事
関
係
者
ら
約

ω名
が
出

席
し
、
車
田
村
長
が
く
わ
入
れ
し
、

出
席
者
代
表
が
神
前
に
玉
ぐ
し
を
さ

さ
げ
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た。
車
田
村
長
は
「
空
港
の
あ
る
村
と

し
て
ふ
さ
わ
し
、
立
派
な
施
設
と
し

て
完
成
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

1手点 12年度来 Hf対表彰式

8 

玉
一
小
で
道
徳
教
育

実

践

研

究

発

表

泉申3年生

テーブルマナーを実施
テーブルマナーは、泉中学校の3年生や先生、保護者

の皆さんが集まりマ ヴエラス末広で行われました。生

徒遣は、フランス料理を食べるのが初めてとあって、な

れない手つきで、ホーっとナイフを使い、日未を堪能して

いました。

玉
川
村
表
彰
式

団
名
に
贈
ら
れ
る

平
成
立
年
度
玉
川
村
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
永
年
本
村
の
自
治
振
興
に
尽

く
さ
れ
た
同
名
の
方
々
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

村
功
労
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

(
敬
称
略
)

高

林

浅

男

・
倉

鎌

徳

三

溝

井

賢

彦

・

矢

部

玄

信

大
野
勝
雄
・
塩
田
征
二
郎

宗

形

徳

次

・
佐
久
間
安
直

野

口

庄

一

・

曲

山

英

夫

泉保育所で芋掘り

毎年秋になると、保育所ではさつま芋掘りを楽し

みにしています。

蒜生の曲山莞ーさんは、 10年前から園児たちに

芋掘り部験させるのを楽しみに苗の植付けから雷理

まで行い無償で提供しております。丹精込めて脊て

られた芋は、園児の腕より大きく育ち園児達は力い

っぱい元気に掘っていました。

AQE 

玉
一
小
で
は
平
成
日
年
茂
・
ロ
年
度

の
2
年
間
に
わ
た
り
、
文
部
省
の
「
地
域

の
人
材
を
活
用
し
た
道
徳
教
育
推
進
事

業
実
践
研
究
協
力
校
」
の
指
定
を
受
け
、

関
係
者
の
協
力
や
指
導
を
受
け
な
が
ら

研
究
実
践
に
取
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
そ
の
総
ま
と
め
と
し
て
、

県
内
の
各
小
中
学
校
の
先
生
約
捌
名
が

集
ま
り
、
研
究
主
題
を
「
豊
か
な
心
を
持

ち
、
進
ん
で
た
く
ま
し
く
実
践
す
る
児

童
の
育
成
」
と
し
実
践
研
究
発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

講矢岡
井吹部

勝

良

小

針

一

二

吉一房

・
溝

井

義

三

一
夫
・
大
和
田
茂
庚

小
山
田
さ
ん
が

村
に
寄
贈

小
山
田
恵
子
さ
ん
(
小
高
)
が
こ

の
度
、
講
読
し
て
い
た
単
行
本
約

3
5
0
冊
を
玉
川
村
公
民
館
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
西
村
京
太
郎
・

赤
川
次
郎
な
ど
推
理
作
家
作
品
で

す
D

公
民
館
で
は
早
速
図
書
室
書

棚
に
陳
列
し
ま
し
た
。

9 



正IlrA昌司の健康ごよみ

産業廃棄物処理施設等設置に関するお知らせ
mw
@

@

e

A砂

浄化槽設置についての

お知らせ

福畠県県中地方服興局に対し、福島県産業廃棄物処理指導要綱(平成2:r至

福島県告示第338号)第13条第 11頁の規定に塁づく産業廃棄物処理施設設置

等事前協議書の提出があったので、同条第ア頂の規定によりお知らせします。

なお、この件に関する間合わせは福島県県中地方振興局にお願いします。

平成12年11月15日

設置等予定者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表

者の氏名

南限会社アメリ刀屋代表取締役鈴木琶作

郡山市田村町徳定害下海原58番地

2 産業廃棄物処理施設の設置等予定地区

( 1 ) 固定設置場所 石川郡玉川村大写南須釜写千五沢196-11也

(2) 移動設置場所 現在のところ、場所の特定はできない

3 産業廃棄物処理師設等の種類

( 1 )木くずの被砕施設

4 産業廃棄物処理施設等の処理能力

( 1 ) 木くずの服砕施設 336トン毎日 (8時間)

5 その他

今自の事前協議蓄の提出は、木くずの破砕施設を設置し、または移動式と

して使用し、産業廃棄物処分業の許可を取得するために行ったものです。

; 国税だより

砲

事

会

倉

会

轟

寄

宿

場

島

w

e

e

a

@
修

会

第

@

@
a
v
e
a
m
 av 

ao 

A
W
 

O
 

ゆ線

家庭等における笠活排水の垂れ流しは、河

川等の;5濁の原因となり公共用水域や生活環

境に多大な影響を及ぼしています。

こうしたことから、生活環境の保全のため

に法律等の改正が行われ、平成12年12月1

日以降に浄化槽を設置する場合は(農業集落

排水事業区域を除くH合併処理浄化槽Jを設

置しなければなりません。

このため、今まで設寵が認められていたし

尿だけを処理する「単独処理浄化槽Jは設置で

きなくなります。

また、浄化4曹を設置する場合は、浄化槽j去
に基づき設置者は必ず工事着手前仁設置届出

を玉川村住民課へ提出しなければなりませ

ん。

浄化播に関する詳しいことは、次に問い合

わせください。

(問い合わせ先)

玉川村住民課 fi'57-4624 

玉川卓球クラブ(塩津正勝会長)主催の卓球大会を次の要領で

開催します。皆さん、ふるって参加してください。

・日 時 12月10日(日)午前9時開始

・集合場所 玉川動労者体育センター

・種 目小掌笠の部~シングルスのみ

中掌生、一般の部~シングルス及びダブルス

村内に居住しておる方、又は村内仁勤務して

いる方。

・参加申し込み 12月1白(金)まで王)11卓球クラブ会長

(岱57-3907)又は村公民館へ。

z麿¥

f惇l

4采:

保l

1歳お誕生相談会

午後 1時30分~

山鳩会

午前10時00分~

歩こう会

午前9時30分~

機能訓練

午前10時00分~

二種混合予防接種

24日(盆)

28日(火)

29日(水)

-参加資格
-玉一小

，J尽

(~ ; 

30日(木)・12月
1日(笠)

-日時平成12年12月17日(日)午後2時~

・会場須賓川市文化センター

・主催福畠県民話連盟

・入場料 1，000円(但し福畠県民謡のっとい入場料として)

・お問い合わせ 玉川村役場企画財政課fi'57-4629

2頁

i保

保

保

6日(水)

12日(火)

14日(木)

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。 (村社会福祉協議会)

-北須 釜の草野吉文さんから

・四辻新田の須釜一夫さんから

!お誕生おめでとうございます|
(10月届出分)

記

-岩法寺の吉田義雄さんから

・ 吉の有賀照正さんから

村のようす
(12&:11月1日現在)

J R東日本からのお知らせ
保護者名

き
叫
別

名氏

げ晴

白

川

ん

;

生

井

出

石

区i也
サラリーマンの年末調整

年末調整は、毎月の給料やボーナスから差

し引かれた所得税と 1年間の給与総額に対す

る年税額との差額を構算するもので、サラリ

ーマン!ことっては確定申告に代わる大切な手

続きです。

(1) 扶養親族に異動のあった人

(2) 各種保険料の控除を受けようとする人

(3) 配偶者特別控除を受けようとする人

(4) 年の途中で給与の額に変更がある人

などは、動務先に忘れずに控除申告書を提出

してください。

また、平成11年以後の各年分の所得税に

ついては、所得税額からその所得税額の

20%相当額(最高25万円)が控除される定率

減税が実服されています。

詳しくは、最寄りの税務署や税務相談室に

お尋ねください。タックスアンサーのコード

番号はf2662J(年末調整のしかた)です。

Aw
a
w
a
e
a-

e

e

@

 

動
物

@

@

@

a

a

e

2000年12月ダイヤ改正

途中駅での停車時閣を少なくし、到達時聞を短縮します。

列車雷患 現 行 列車寄号 改 正 短縮時調

8420 常陸大吾 水戸 8420 常陸大ミ子 水戸 -10分13:37発 15・02着 13:47発 15:02着

3280 郡山 水戸 3280 郡山 水戸 -11分!
13:39発 16:54着 13:49発 16・53着

郡山駅で、新幹線との接続を改善します。

※水郡綴 -新幹線相互間で新規に接続する列車

夫

輝

且

雄

(10月届出分)

地区 死亡者氏名 世帯主名

岩法寺 吉田 ヨシノ ヨシノ

北須釜 草野キエ子 古文

吉 有賀キヨノ 金次

回辻新田 須 釜 キ ク 代 一夫

広報への掲載を希望されない場合は、窓口への届け出の線に

お申し出くださいc

貢

雅

美

1青

ケ¥

岡部あかね
あさ

曽根原彰人

須釜梨々香

小 原佑輔

須田あすか

中

岩法寺

四辻新田

岩法寺

法寺

南須釜

1，818戸(+3) 

3，757人(十4)

【紛
期
限
は
什
月
U
日
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

今
月
の
納
税

3，863人(-3) 

7，620人(+1 ) 

村

県

民

税

国
民
健
康
保
険
税

富
民
年
金
保
険
料

第

3
期

分

第

5
期

分

円
用
保
瞭
料

-
圃

uu's

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
|
||

村
公
民
館

味
気
無
き
世
ピ
は
云
え
ど
も
今
世
紀
生
あ
る
わ
れ
の
日
誌
絶
や
さ
、
ず

小

針

益

支

枯
る
る
ら
し
紫
陽
花
の
花
に
水
を
や
る
今
暫
く
は
た
の
し
ま
せ
よ
と

吉

田

沙

代

夜
明
け
れ
ば
野
菜
畑
に
足
運
び
二
時
間
隈
度
の
手
入
れ
い
そ
し
む

真

弓

は

λ

母
の
自
の
妓
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
押
し
車
習
し
が

T
ら
に
宮
参
リ
せ
ん

溝
井
は
な
よ

極
暑
に
て
葉
も
萎
れ
た
り
庭
紫
湯
花
今
朝
は
た
ん
ま
リ
水
ま
ざ
や
る

曲
占
き
く
み

幾
重
に
も
君
が
愛
で
来
し
プ
ラ
モ
デ
ル
翼
の
折
れ
し
わ
が
、
向
か
も

川

崎

雄

子

さ
る
な
し
俳
句
会
十
月
詠
草

か
な
か
な
や
記
憶
か
す
か
な
泣
き
ぼ
く
ろ

イ二

1歳6ヵ月完健診・

午後1時00分~

9'"'-'10ヵ月児健診

午後 1時30分~

三種混合予防接種

午後12時45分~

国親教室

午前9時 15分~

育児教室

午後 1時00分~

三種混合予防接種

午後 1時00分 ~

公:公立岩瀬病院 保.須釜公民館

{呆:保健センター

夫
と
居
て
は
な
し
無
き
夜
の
ち
ち
ろ
虫

由
記

退
院
の
夫
を
迎
え
り
百
日
紅

真
主ロ

気
令
だ
け
負
け
向
老
婦
の
秋
の
朝

華

稚
児
ひ
と
り
母
に
絡
み
て
秋
祭
り

仁
美

コ
ス
モ
ス
の
野
を
来
て
甘
さ
匂
ひ
増
し

美
枝

稲
穂
掌
に
去
年
の
重
さ
を
思
い
け
り

春
恵

10 n57-2250 年末の備えとして、障号、襖の張り替えをお願いしたい方は、シルバー人材センターまでお知らせ空き缶やゴ三の投げ措てはやめましょう11 



私
の
ふ
る
さ
と

玉川村役場 n(0247)57-3101編集/総務課印刷/(柑円谷印刷(毎月 15日発行)

今月のお題は

「安くておいしい魚料理を作りましょうJ

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷 9

シリーズ⑨

今日の食卓

舎月はJうつくしま未来博への健康づくり家庭料理発表

会Jに入選した一昂を紹介します。この料理は、玉川村食生活

改善推進員ょっぱの会員の大和田昭吾さん(吉)が出毘した

ものです。

手闘をかけて、おいしい魚料理を味わって下さい。

ー
秋
田
県
秋
田
市

l

国

井

腕

ヱ
J

さ
ん
(
南
須
釜
)

私
の
故
郷
秋
田
市
は
、

人
口
紅
万
6
千
人
余
、
平

成
9
年
に
中
核
都
市
に
移

行
し
、
東
北
第
2
の
県
庁

所
在
都
市
と
し
て
、
発
展
を
続
け
て

い
ま
す
。

西
に
日
本
海
が
広
が
り
、
東
に
霊

峰
太
平
山
を
望
む
、
美
し
い
自
然
に

抱
か
れ
た
ま
ち
で
す
。

最
近
は
交
通
の
使
も
よ
く
な
り
、
秋

田
新
幹
線
「
こ
ま
ち
」
や
、
秋
田
自
動

車
道
も
で
き
、
私
も
帰
省
す
る
の
に
短

時
間
で
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

秋
田
駅
周
辺
も
、
新
幹
線
「
こ
ま

1人分のエネルギー

152kcal 

大21固 (20g)

大さじ 11/2 

大さじ 1

80g 

『いわし梅入りパーグJ
- 材料(4人分)一

・いわし 6尾 (300g) ・梅干し

・畏ねぎ 50g ・ 片 栗 粉

・大葉 5枚 (5g) ・サラダ油

・大根 150g ・きゅうり

J・付け合せ~キャベツ、大根、ブチトマト

ち
」
の
開
通
に
あ
わ
せ
て
、
か
な

り
近
代
化
さ
れ
、
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
近
く
に
は
千
秋
公
闘
が

あ
り
、
こ
こ
は
秋
田
藩
主
佐
竹
二

十
万
在
の
居
城
跡
で
、
サ
ク
ラ
、

ツ
ツ
ジ
の
名
閣
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
も
学
生
時
代
、
よ

く
遊
び
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

東
北
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
で
あ

る
竿
燈
ま
つ
り
も
、
私
の
思
い
出

深
い
行
事
の
ひ
と
つ
で
す
。
五
穀

豊
穣
を
祈
り
、
無
数
の
提
灯
が
夜

空
に
揺
れ
、
太
鼓
と
笛
の
音
が
大

地
に
轟
き
ま
す
。
重
量
感
の
あ
る

竿
燈
を
手
、
額
、

一屑
、
腰
に
の
せ

る
伝
統
の
妙
技
で
す
。

.一作り方-

(1 )いわしは、開いて骨を取りたたいておく。

(2)梅干しは，種を除いて刻んでおく。

(3)大葉は、みじん切りにする。

(4)(1 )(2)(3)に片栗粉を加え、よく混ぜ8等分に分け小判

型に丸める。

(5)フライパンに油をなじませ、両面を先ず強火で3分焼き、

火が通ったら止める。

(6 )皿にもりつけ、大根、きゅうりをすって、おろし混ぜてみぞ

れおろしを作り添える。

ーワンポイントー

みそやトウパンジャンなどを加えると又違った昧が楽しめ

ます。

組;
心に残る我がふるさと

f1懐かしい故郷での夏休みJ

埼玉県北葛飾郡庄和町

I曽ミ子秋男さん

(南須釜・ 1普芸重直さんの弟)

日
本
選
手
の
活
躍
に
沸
い
た
シ
ド

ニ
ー
五
輪
も
終
わ
り
ま
し
た
が
、
私

も
東
京
五
輪
の
年
に
上
京
し
、
早
い

も
の
で
お
年
の
年
月
が
経
ち
ま
し
た
。

当
時
を
思
い
出
す
と
き
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
モ
ノ
ク
ロ
の
印
象
の
強
い

中
で
、
仕
事
中
に
窓
か
ら
見
え
た
東

京
五
輪
の
開
会
式
で
、
秋
ふ
ん
エ
に
描
か

れ
た
色
鮮
や
か
な
五
輪
の
飛
行
雲
は

今
で
も
総
天
然
色
で
蘇
っ
て
き
ま
す
。

子
供
の
頃
で
印
象
に
残
る
こ
と
と

言
え
ば
、
中
学
2
年
の
夏
休
み
、
滝

根
町
に
あ
る
入
水
鍾
乳
洞
に
行
っ
た

と
き
の
こ
と
で
す
。
入
水
鍾
乳
洞
が

一
般
に
余
知
ら
れ
て
な
か
っ
た
頃

で
、
入
口
も
非
常
に
狭
く
、
新
聞
紙

を
濡
ら
し
て
巻
い
た
蝋
燭
を
頼
り

に
、
素
足
に
藁
草
履
、
全
身
ズ
ブ
濡

れ
で
洞
内
の
見
学
を
し
た
の
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。
当
時
は
道
路

事
情
も
良
く
な
く
、

車
は
村
の
有
志

の
2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
の
幌
車
で
担
任

の
先
生
以
下
男
子
生
徒
山
人
位
、
(
も

し
か
し
て
道
交
法
違
反
?
)
無
茶
と

言
え
ば
無
茶
で
す
が
、
初
め
て
見
た

鍾
乳
洞
へ
の
感
動
が
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
で
す
。

故
郷
、
玉
川
村
も
空
港
を
中
心
と

し
て
、
道
路
も
昔
と
比
較
し
ま
す
と

大
変
立
派
に
な
っ
た
り
、
施
設
等
の

整
備
も
進
み
、
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

古
い
歴
史
や
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

自
然
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
発
展
を

心
か
ら
期
待
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
来
年
は
幻

世
紀
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

玉
川
村
、

東
京
玉
川
会
の
更
な
る
発
展
と
皆
さ

ん
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。
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